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先
人
に
感
謝

先
人
に
感
謝�
　
夢
と
希
望
を
持
っ
て
さ
ら
な
る
前
進
を

　
夢
と
希
望
を
持
っ
て
さ
ら
な
る
前
進
を�

�
先
人
に
感
謝�
　
夢
と
希
望
を
持
っ
て
さ
ら
な
る
前
進
を�

�

　
昭
和
30
年（
１
９
９
５
）４
月
10

日
に
玉
城
町
が
誕
生
し
て
50
年
。�

　
玉
城
町
の
町
制
50
周
年
記
念
式

典
が
４
月
２
日
、
玉
城
中
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
に
は
、
国
会
議
員
、
地
元

県
会
議
員
を
は
じ
め
、
行
政
機
関

の
関
係
者
ら
２
４
０
人
あ
ま
り
が

出
席
す
る
な
か
、
町
政
功
労
者
24

人
と
２
団
体
の
表
彰
を
行
い
、
町

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
同
時
に
今

後
の
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。�

　
午
前
10
時
、
玉
城
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
式
。

中
瀬
町
長
は
式
辞
で
「
地
方
分
権

の
時
代
に
行
財
政
改
革
な
ど
困
難

な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
わ

が
愛
す
る
玉
城
町
の
た
め
夢
と
希

望
を
持
っ
て
前
進
あ
る
の
み
」
と

受付風景�

会場の全景�
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先
人
に
感
謝�

　
夢
と
希
望
を
持
っ
て
さ
ら
な
る
前
進
を�

�

述
べ
、
町
の
振
興
発
展
へ
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
来
賓
者
の
祝
辞
な

ど
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
会
場
で
は

祝
賀
会
も
開
か
れ
、
同
中
学
校
吹

奏
楽
の
演
奏
、
こ
の
日
の
た
め
に

作
曲
さ
れ
た
玉
丸
城
太
鼓
保
存
会

の
「
も
ち
つ
き
太
鼓
」
が
威
勢
よ

く
打
た
れ
、
ま
た
小
辻
貢
さ
ん（
原
）

の
歌
声
も
、
祝
い
の
場
に
花
を
添

え
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
北
林
信
弘
前
玉
城
町

長
の
万
歳
三
唱
に
あ
わ
せ
、
出
席

者
全
員
で
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待

を
込
め
ま
し
た
。�

�

　この日、功労者として次の人に感謝状を�

お贈りしました。　　　　　　（敬称略）�

【地方自治】�

　北林　信弘　　松田　　守　　西村　和朗

　尾崎　幸滋　　吉田　利雄 �

【地域振興】�

　板谷　　滿　　河中　　宏　　小野満　勇�

【農　工　業】�

　野口　長榮　　河井　　清�

　玉城平成工業会�

【民生福祉】�

　久瀬　　正　　西　　正則　　塩山　邦道

　岩崎　廣美　　大薮　　修�

　ボランティア団体連絡協議会�

【教　　育】�

　奥山　智之　　出口　文生　　喜早　　覚�

　見並　　誠�

【消　　防】�

　西岡　武生　舌古　征人�

【特別表彰】�

　西村　正次　海住　春弥　　向井　正人�

町長はじめ町３役がみなさんをお迎えしました�田丸城太鼓保存会がお祝に「もちつき太鼓」を披露�

功労者一人ずつに感謝状と記念品を贈りました�
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咲
き
誇
る
田
丸
城
跡
の
桜
は
、

昭
和
30
年
４
月
の
玉
城
町
誕
生
の

春
と
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
天
守
跡
か
ら
一
望
す
る

町
の
景
色
は
そ
の
様
変
わ
り
に
感

動
し
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
50
年
前
は
、
戦
後
の
混
乱
を
克

服
し
、
高
度
経
済
成
長
に
向
か
っ

た
頃
で
、
当
時
の
く
ら
し
を
変
え

た「
生
活
革
新
」の
時
代
と
も
言
わ

れ
ま
し
た
。�

　
家
庭
で
は
、
テ
レ
ビ
や
電
気
冷

蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
炊
飯

器
が
次
々
に
登
場
し
、
ま
ち
で
は

自
転
車
か
ら
バ
イ
ク
、
自
動
車
へ

と
交
通
手
段
も
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
町
内
の

南
に
目
を
や
れ
ば
、
東
西
に
走
る

伊
勢
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
、
自

然
環
境
に
と
け
込
む
よ
う
に
工
場

が
進
出
し
、
田
園
を
貫
く
サ
ニ
ー

ロ
ー
ド
と
目
を
見
張
る
も
の
が
数

玉
城
町
の�

　
50
年
を
振
り
返
る�

年
表
で
み
る
玉
城
の
歴
史
（
主
な
も
の
の
み
紹
介
）�

�昭
和
30
年（
１
９
５
５
）町
村
合
併
に
よ
り
玉
城
町
誕
生（
４
月
10
日
）�

　
　
31
年
　
　
　
　
　
下
外
城
田
村
編
入
合
併（
９
月
30
日
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
立
玉
城
病
院
誕
生�

　
　
34
年
　
　
　
　
　
伊
勢
湾
台
風
で
大
き
な
被
害（
９
月
26
日
）�

　
　
36
年
　
　
　
　
　
第
一
農
業
構
造
改
善
事
業�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
田
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
誕
生�

　
　
38
年
　
　
　
　
　
玉
城
中
学
校
誕
生（
中
学
校
統
合
）�

　
　
39
年
　
　
　
　
　
玉
城
中
学
校
校
舎
完
成�

　
　
40
年（
１
９
６
５
）町
章
制
定（
５
月
６
日
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
営
ほ
場
整
備
事
業（
宮
川
左
岸
第
一
土
地
改
良
区
）�

　
　
42
年
　
　
　
　
　
県
営
ほ
場
整
備
事
業（
宮
川
左
岸
第
二
土
地
改
良
区
）�

　
　
44
年
　
　
　
　
　
県
営
ほ
場
整
備
事
業（
城
西
土
地
改
良
区
）�

　
　
48
年
　
　
　
　
　
Ｃ
５
８
４
１
４
型
蒸
気
機
関
車
無
償
譲
渡�

　
　
50
年（
１
９
７
５
）農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
着
工�

　
　
54
年
　
　
　
　
　
町
の
花「
さ
く
ら
」、木「
ま
き
」に
制
定（
６
月
１
日
）�

　
　
55
年
　
　
　
　
　
有
田
小
学
校
校
舎
完
成�

　
　
57
年
　
　
　
　
　
役
場
庁
舎
完
成�

　
　
58
年
　
　
　
　
　
村
山
龍
平
記
念
館
完
成�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
外
城
田
小
学
校
完
成�

　
　
59
年
　
　
　
　
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成�

　
　
61
年
　
　
　
　
　
外
城
田
小
学
校
完
成�

平
成
２
年（
１
９
９
０
）田
丸
小
学
校
完
成�

　
　
４
年
　
　
　
　
　
玉
城
弘
法
温
泉
湧
出（
８
月
17
日
）�

　
　
５
年
　
　
　
　
　
伊
勢
自
動
車
道
玉
城
イ
ン
タ
ー
供
用
開
始（
３
月
29
日
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
県
玉
城
村
と
姉
妹
提
携
調
印（
11
月
25
日
）�

　
　
９
年
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
会
会
館
完
成�

　
　
11
年
　
　
　
　
　
ア
ス
ピ
ア
玉
城
全
施
設
オ
ー
プ
ン�

　
　
13
年
　
　
　
　
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
来
町（
わ
か
ば
学
園
）�

　
　
15
年
　
　
　
　
　
防
災
行
政
無
線
更
新�

　
　
16
年
　
　
　
　
　
玉
城
病
院
改
築�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
完
成�

�

昭和30年�
玉城町誕生にむけの�
申請書（下）�

昭和31年�
下外城田村編入�
申請（上）�

昭和36年　勝田パイロット地区�昭和40年　町章選定審査会の風景�

昭和39年　玉城中学校校舎完成�
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多
く
あ
り
ま
す
。�

　
一
方
、
時
代
の
す
う
勢
に
は
勝

て
ず
そ
の
生
涯
を
終
え
る
こ
と
と

な
っ
た
農
機
具
、
蒸
気
機
関
車
な

ど
は
今
も
わ
れ
わ
れ
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
一
部
を
保

存
し
て
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
昭
和
30
年
４
月
10

日
、
田
丸
町
、
東
外
城
田
村
、
有

田
村
が
合
併
し
玉
城
町
が
誕
生
。

翌
年
９
月
30
日
、
下
外
城
田
村
が

編
入
し
現
在
に
至
っ
た
50
年
を
統

計
デ
ー
タ
で
振
り
返
る
こ
と
に
し

ま
す
。�

�

昭和35年（1960）�

　　40年（1965）�

45年（1970）�

50年（1975）�

55年（1980）�

60年（1985）�

平成２年（1990）�

７年（1995）�

12年（2000）�

住民基本台帳�

各１月１日現在�

11,124�

10,832�

10,613�

11,145�

11,772�

12,261�

12,520�

13,390�

14,422

総数�

�

10,786�

10,524�

10,495�

11,004�

11,643�

12,141�

12,438�

13,313�

14,284

男�

�

5,078�

5,014�

4,912�

5,182�

5,605�

5,866�

5,948�

6,463�

6,936

女�

�

5,708�

5,510�

5,583�

5,822�

6,038�

6,275�

6,400�

6,850�

7,348

世帯数�

�

2,039�

2,139�

2,293�

2,563�

2,869�

3,033�

3,195�

3,626�

4,182

年少人口� 老齢人口� 就業者人口�

国勢調査� 農林業センサス�

�

14歳未満�

3,161�

2,625�

2,337�

2,402�

2,574�

2,634�

2,416�

2,375�

2,450

　　�

（構成比）�

29.3％�

24.9％�

22.3％�

21.8％�

22.1％�

21.7％�

19.4％�

17.8％�

17.2％�

�

65歳以上�

897�

987�

1,147�

1,272�

1,409�

1,531�

1,740�

2,244�

2,657

�

第３次�

1,359�

1,666�

1,866�

2,175�

2,588�

2,767�

2,976�

3,477�

3,887

農家数�

　�

1,374�

1,274�

1,233�

11,89�

1,116�

1,049�

1,024�

918�

892

�

第２次�

1,016�

1,269�

1,643�

2,022�

2,123�

2,443�

2,576�

2,713�

2,743

�

第１次�

3,514�

2,788�

2,465�

1,679�

1,304�

1,214�

1,037�

871�

806

�

（構成比）�

8.3％�

9.4％�

10.9％�

11.6％�

12.1％�

12.6％�

14.0％�

16.9％�

18.6％�

■国勢調査結果の推移�

※資料出所：総務省統計局「国勢調査報告」　農林水産省「農林業センサス報告書」            �
※説明：第１次：農林水産業　第２次：建設、製造業など　第３次：小売卸売、金融、保険、不動産、通信、電気、サービス、公務など            

単位：人、世帯�

昭和48年�
台車での移送を待つ蒸気機関車（羽根）�

昭和58年　完成まもない村山龍平記念館�平成13年　天皇皇后両陛下御来町�
　　　　　（わかば学園）�

平成５年　玉城村姉妹提携調印式�昭和31年　玉城病院誕生�

昭和43年　改築�

平成16年　改築�
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第
18
回
玉
城
町
桜
ま
つ
り（
同
実
行
委

員
会
主
催
）が
４
月
10
日
、
田
丸
城
跡
の

お
城
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
の
ま
つ
り
は
、
一
時
雨
の
降
る
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
さ
く
ら
満
開
の
下

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。�

　
午
前
９
時
45
分
、
小
学
生
に
よ
る
子
ど

も
み
こ
し
を
皮
切
り
に
、
会
場
で
は
玉
城

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。�

　
つ
づ
い
て
、
保
育
所
園
児
に
よ
る
エ
ム

っ
と
く
ん
ダ
ン
ス
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
○
×
ク
イ
ズ
な

ど
参
加
型
の
催
し
も
多
く
あ
り
、
親
子
一

緒
に
な
っ
て
広
場
の
真
ん
中
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
た
様
子
で
し
た
。�

　
ま
た
、
恒
例
の
玉
丸
城
太
鼓
の
演
奏
は

度
会
町
の
鏡
太
鼓
と
の
競
演
で
盛
り
上
が

り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
お
な
じ
み
の
よ
さ

い
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
披
露
さ
れ
、
終
日
会

場
は
お
祭
り
気
分
一
色
に
つ
つ
ま
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
そ
の
ほ
か
、
こ
の
日
は
、
玉
城
病
院
の

改
築
を
記
念
し
て
「
病
院
老
健
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
た
ほ
か
、
村
山
龍
平
記
念
館
郷

土
刀
保
存
会
に
よ
る
、
町
制
50
周
年
を
記

念
し
た
「
郷
土
刀
に
観
る
幕
末
を
翔
け
ぬ

け
た
武
人
と
刀
匠
の
心
」
と
題
し
た
郷
土

刀
の
特
別
展
示
も
開
か
れ
連
日
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。�

も
の
の
ふ    

た
く
み�

の�
満
開
満
開�

さ
く
ら

さ
く
ら�
満
開�

さ
く
ら�

の
下
で

の
下
で�
の�

の
下
で�

第18回町桜まつり�
会場の中央には、お城の形をした遊具が建てられ、�
ひとの目を引きつけていました�
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の�

満
開�

さ
く
ら�

の
下
で�

 なお、町民のみなさんからお寄せいただいた
チャリティーでは、1,491点すべてを換金し、
27万3,000円（点数、金額とも過去最高）
の協力金を得ることができました。これはす
べて町社会福祉協議会基金に積み立てさせて
いただきました。�

お礼�

保育所園児も元気いっぱい踊っていました�

「病院老健まつり」では手術室も見学できるツアーに人気があった�

ステージではみんなが参加できる餅つきが行われました�

お気に入りの物を買い求めて�
チャリティバザーにはたくさんの人が集まりました�

「郷土刀」展示期間中にたくさんの人が会場を訪れました�
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玉
城
病
院
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入�

２つ目のタンクが完成した山神配水池�

あたらしく井戸が掘られ整備された山岡水源地�

水
源
設
備
な
ど
一
新�

　
　
　
　
　
　
　
町
水
道
事
業�
�

　
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
水
。
町
で
上
水
道
事
業
が

始
ま
っ
た
の
は
１
９
７
５
年（
昭

和
50
年
）。
30
年
が
経
過
し
、
安

定
供
給
と
防
災
対
策
を
目
的
に
、

平
成
14
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
施

設
の
改
修
事
業
を
行
い
、
こ
の
ほ

ど
す
べ
て
の
事
業
が
終
了
し
ま
し

た
。�

　
こ
の
事
業
は
、
老
朽
化
し
た
山

岡
の
取
水
井
戸
３
本
を
新
し
く
掘

り
、
配
管
、
制
御
機
器
な
ど
を
一

新
し
、
あ
わ
せ
て
山
神
地
区
へ
５

０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
貯
水
で
き
る

新
配
水
池
の
設
置
を
し
た
も
の
で
、

総
事
業
費
は
お
よ
そ
８
億
８
千
万

円
。�

　
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
た
こ

と
で
、
取
水
井
戸
や
送
水
ポ
ン
プ

の
点
検
が
容
易
に
な
り
、
取
水
の

負
荷
分
散
、
災
害
時
の
水
源
確
保

な
ど
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
安
全

で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
が
可

能
と
な
り
ま
す
。�

　
玉
城
病
院
で
は
、
新
装
オ
ー
プ

ン
し
た
院
内
に
昨
年
12
月
か
ら
設

置
工
事
を
進
め
て
い
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置（
磁
気
共
鳴
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断

層
撮
影
装
置
）を
導
入
し
、
検
診

な
ど
へ
の
使
用
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。�

　
導
入
し
た
装
置
は
、
日
立
メ
デ

ィ
コ
製
で
、
垂
直
磁
場
の
超
伝
導

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
採
用
。
支
柱
が
１
本
で

圧
迫
感
が
な
い
こ
と
や
、
同
磁
場

方
式
に
よ
り
撮
影
能
力
も
高
い
こ

と
な
ど
が
特
徴
で
す
。�

　
導
入
費
用
は
約
９
０
０
０
万
円

（
工
事
費
含
む
。
）�

導入したMRI装置�
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親
子
で
遊
ん
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を�

　
　
　
　
親
子
あ
そ
び
＆
コ
ン
サ
ー
ト�

青
色
回
転
灯
で
犯
罪
抑
止�

　
　
　
町
青
少
協
ら
が
パ
ト
ロ
ー
ル�
��

　
昨
年
12
月
に
道
路
運
送
車
両
法

が
緩
和
さ
れ
、
青
色
の
回
転
灯
を

取
り
付
け
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

両
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
町
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど

陸
運
局
に
申
請
し
て
装
備
車
両（
公

用
車
）の
許
可
、
県
警
察
本
部
の

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
の
発
行
を

受
け
、
職
員
、
青
少
年
指
導
員
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
学
校
の
下

校
時
間
帯
や
夜
間
に
同
車
体
に
「
子

ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
り
、
警
戒
に

あ
た
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
町
内
で
は
下

校
中
の
小
中
学
生
を
不
審
者
が
車

に
乗
る
よ
う
誘
う
な
ど
の
声
掛
け

事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
犯
罪
防

止
の
抑
止
効
果
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。�

�

　
３
月
19
日
、
男
女
共
同
参
画
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
お
と
な
も

こ
ど
も
も
み
な
あ
そ
べ
！ 

親
子

遊
び
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」が
町
保
健

福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
出
演
は
、
多
く
の
遊
び
・
う
た
・

ダ
ン
ス
・
ゲ
ー
ム
な
ど
を
創
作
し
、

全
国
各
地
を
と
び
ま
わ
っ
て
元
気

と
笑
顔
を
届
け
て
い
る
ピ
カ
リ
ン

こ
と
二
本
松
は
じ
め
さ
ん
。
親
子

で
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
中
心
に
う

た
や
お
話
を
交
え
て
の
楽
し
い
催

し
で
し
た
。�

　
ま
た
、
公
募
に
よ
っ
て
集
ま
っ

た
ダ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー（
保
育
所

園
児
・
小
学
生
と
玉
城
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
み
な
さ

ん
）の
協
力
で
ス
テ
ー
ジ
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

親
子
遊
び
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
。
人
と
ふ
れ
あ

う
、
つ
な
が
り
あ
う
楽
し
さ
を

味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
母
に
な
っ

た
娘
へ
送
る
歌
な
ど
を
歌
っ
た

後
、「
子
ど
も
が
３
歳
な
ら
、

お
か
あ
さ
ん
も
３
歳
。
子
ど
も
と

一
緒
に
親
と
し
て
育
っ
て
い
け
ば

い
い
ん
だ
よ
。
」
と
子
育
て
中
の

親
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

り
ま
ぜ
な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。�

　
参
加
者
か
ら
は
、「
毎
日
忙
し

さ
に
追
わ
れ
て
、
子
育
て
に
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
し
て
い
た
け
ど
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
て
元
気
に
な

り
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
最
近
は
子
ど
も
と
ど
う
遊
べ
ば

よ
い
か
、
ど
う
関
わ
れ
ば
よ
い
か
、

分
か
ら
な
い
大
人
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
遊
ん
で
あ
げ
る

の
で
は
な
く
、
一
緒
に
お
も
い
っ

き
り
笑
っ
て
遊
ぶ
。
そ
う
す
れ
ば
、

大
人
も
子
ど
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元

気
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
せ
ま
す
。
二

本
松
さ
ん
は
大
事
な
事
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。�

地
域
の
み
ん
な
で
楽
し
く
手
と
手

を
つ
な
い
で
子
育
て
し
て
い
け
る

環
境
作
り
を
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。�

��

青色回転灯とパトロール実施中のシールを貼り警戒にあたります�

みんな一緒に歌いおどり�
楽しいひと時を過ごしました�
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T
A
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I

T
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P
I
C
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町
内
司
法
書
士
３
人
に�

　
　
　
　
　
記
念
品
贈
呈�

保
育
所
の
行
事
と
活
動�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
保
育
所�

保
育
所
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。�

手
洗
い
で
う
が
い�

　
　
　
　
風
邪
予
防
！�

　
　
　
　
　
　
田
丸
保
育
所 �

�

����

　
空
気
の
乾
燥
と
と
も
に
や
っ
て

く
る
風
邪
の
菌
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
今
年
も
流
行
し
ま
し
た
。
子

ど
も
達
が
集
団
生
活
を
す
る
保
育

所
で
も
、
そ
の
予
防
策
と
し
て
日
々

手
洗
い
う
が
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
特
に
、
保
護

者
へ
も
「
手
洗
い
う
が
い
、
そ
し

て
、
栄
養
と
睡
眠
を
！
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
出
始
め
た

１
月
下
旬
、
医
師
の
助
言
を
受
け
、

手
洗
い
や
う
が
い
を
し
て
口
の
中

や
手
に
つ
い
て
い
る
風
邪
の
ウ
イ

ル
ス
を
落
と
す
こ
と
を
子
ど
も
達

に
丁
寧
に
話
を
し
、
登
所
後
・
戸

外
遊
び
後
・
給
食
前
な
ど
に
う
が

い
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。�

　
３
・
４
・
５
歳
児
は
毎
日
続
け

て
い
る
と
、
手
洗
い
う
が
い
も
習

慣
づ
い
て
生
活
の
流
れ
の
ひ
と
つ

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
保
育
士
に
言
わ
れ
な

く
て
も
自
ら
コ
ッ
プ
を
も
つ
姿
が

み
ら
れ
、
た
の
も
し
く
思
い
ま
す
。�

　
１
・
２
歳
児
の
子
ど
も
達
も
同

じ
よ
う
に
お
茶
で
ぶ
く
ぶ
く
う
が

い
を
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
大
変

上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。�

　
他
に
も
、
風
邪
予
防
と
し
て
、

窓
を
開
け
て
新
鮮
な
空
気
の
入
れ

替
え
を
し
た
り
、
咳
の
出
る
と
き

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
癒
後
は

マ
ス
ク
を
つ
け
る
な
ど
、
保
護
者

へ
も
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。�

　
お
か
げ
で
感
染
力
の
強
い
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
（
り
か
ん
）

率
も
低
く
、
子
ど
も
達
は
修
了
・

進
級
を
迎

え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。�

����

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
法
律
相
談
を

行
っ
て
い
る
町
内
の
司
法
書
士
の

皆
さ
ん
に
３
月
25
日
、
町
長
か
ら

感
謝
の
言
葉
と
共
に
記
念
品（
ル

ー
ペ
付
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
）を

贈
り
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
町
内
の
司
法
書
士
は
、
北

林
信
弘
さ
ん
、
太
田
陽
子
さ
ん
、

松
澤
加
重
子
さ
ん
。
偶
数
月
の
第

２
火
曜
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
、

保
健
福
祉
会
館
の
相
談
室
で
実
施

し
て
い
ま
す
。�

　
16
年
度
は
相
続
の
相
談
を
は
じ

め
、
21
件
の
相
談
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
17
年
度
も
相
談
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

�

右から北林信弘さん、太田陽子さん、松澤加重子さん�
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Mayor 's           Column

　水と自然は生活の根源であります。稲の植付けも

ほぼ終わったようであります。宮川用水の水利の問

題で今年はいろいろと迷惑をおかけしたようであり

ますが、宮川用水は昭和35年代から通水なり、玉城

にあっては誠に大切な水であります。農業用水はも

とより外城田川、相合川、汁谷川など河川の浄化、

水質保全については玉城の地下水への影響など幾多

の恩恵を受けております。水のない町は栄えないと

申しますが、正にその通りであります。水に感謝し

大切にしたいものであります。宮川用水が通水する

までの玉城は渇水期に河川は干上がり大変苦労した

ものであります。各集落では水管理のための申し合

わせや掟があり集落の協同意識は用水管理から始ま

ったとさえ言われております。現在はその意識も薄

らいでまいりましたが、今こそ多様化した社会にあ

って何事にも地域協同意識が必要であると痛感する

ところであります。�

　玉城町町制50周年を迎えました。記念式典や桜ま

つり、玉城病院まつりなど記念行事にご協力ありが

とうございました。50周年ということもありお城公

園の清掃手入れも入念にいたしました。我が郷里の

田丸城公園と桜はいかがでございましたか。670年

余りの歴史ある田丸城と玉城の文化は私たちの誇り

です。玉城町名誉町民であります村山龍平翁が田丸

城を国から買い受け、玉城町（田丸町）にご寄贈い

ただいた昭和３年当時でありますが詠まれた御歌が「幾

千とせかわらぬことを祈るなり　この城山はこの里

の神」とありますが、まさにその通りであります。

この歌碑は天守跡の東北隅にあります。一度ご見学

賜りたいとぞんじます。�

いよいよ天地胎動の季節であります。一層のご活躍

をお祈り申し上げます。�

�

平成17年４月15日町長室にて�

�

 　　　玉城町長　　　　　　　�

困
難
に
屈
せ
ず
意
志
を
貫
く
龍
平
翁
の
姿
を
見
事
に
演
じ
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
聞
王
・
村
山
龍
平
物
語�

�

　
玉
城
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル（
主
催
同
実
行
委
員
会
）

が
４
月
３
日
、
町
保
健
福
祉
会
館

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
演

劇
愛
好
者
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
演
目
は
「
新
聞
王
・
村
山
龍
平

物
語
」〜
疾
風
怒
濤
編
〜
。
平
成

10
年
に
上
演
以
来
２
回
目
。
前
作

で「
郷
里
」を
思
う
龍
平
の
姿
を
演

じ
た
も
の
か
ら
、
本
作
で
は
情
熱

み
な
ぎ
る「
不
撓
不
屈
の
精
神
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
現
代
人
が
見

習
う
べ
き
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
し
た
。�

　
な
か
で
も
、「
お
多
福
」と
よ
ば

れ
た
手
刷
り
印
刷
機
は
資
料
に
基

づ
き
見
事
に
再
現
さ
れ
る
な
ど
、

舞
台
道
具
に
も
こ
だ
わ
り
、
評
判

だ
っ
た
悪
童
で
あ
り
な
が
ら
、
一

方
で
心
根
の
優
し
い
、
そ
し
て
目

の
前
の
困
難
に
敢
然
と
立
ち
向
か

う
龍
平
の
姿
を
見
事
に
演
じ
て
い

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
こ
の
日
は
翁
の
１
５
５

回
目
の
生
誕
の

日
に
あ
た
り
、

午
前
に
は
恒
例

の
生
誕
祭
も
行

わ
れ
、
終
日
、

翁
の
在
り
し
日

を
し
の
び
ま
し
た
。�

�
ど

と

う

�

ふ
と
う
ふ
く
つ�

情熱みなぎる演技で会場をわかせた�
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平
成
17
年
第
２
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
３
月
７
日
、
開
会
し
、
総
合
計
画
審
議
会
設
置
に
向
け
た
条
例
の
整
備
、
町
長
な

ど
特
別
職
の
給
料
の
減
額
、
ま
た
職
員
の
手
当
の
大
幅
な
減
額
を
盛
り
込
ん
だ
関
連
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
、
平
成
17
年
度

一
般
・
特
別
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
を
上
程
。
新
た
に
設
け
ら
れ
た
予
算
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
16
日
の
最
終
日
、
平
成
16

年
度
補
正
予
算
案
な
ど
も
追
加
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
し
ま
し
た
。�

●
町
４
役
な
ど
特
別
職
の
給
料
、
職
員
手
当
な
ど
を
減
額
　�

●
平
成
17
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決�

�

平
成
17
年
　
第
２
回
玉
城
町
議
会
定
例
会�

なるほどレポートなるほどレポート�なるほどレポート�

平成17年�
第２回玉城町議会定例会�

▼
玉
城
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

　
総
合
計
画
に
は
、
10
年
間
の
目
標
を
定
め
た
「
基
本
構
想
」
、

５
年
毎
に
見
直
す
「
基
本
計
画
」
が
あ
り
前
期
の
基
本
計
画
が
、

平
成
17
年
度
末
を
も
っ
て
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
17
年
度
中

に
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
諮
問
機

関
と
し
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
く
附
属
機
関
「
総
合
計
画

審
議
会
」
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て�

　
平
成
16
年
６
月
９
日
公
布
さ
れ
た
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
な

ど
の
状
況
を
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
公
正
性
、
透

明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
こ
と
か

ら
、
そ
の
方
法
、
時
期
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て�　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
お
い
て
、
職
員
が

大
学
な
ど
の
教
育
機
関
で
修
学
す
る
な
ど
の
場
合
、
公
務
に
関
す

る
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
に
限
り
、
勤
務
時
間
の
一
部

を
修
学
部
分
休
業
と
し
て
規
定
す
る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
産
業
建
設
チ
ー
ム
と
し
て
農
林
商
工
部
門
と
建
設
部
門
を
あ
わ

せ
て
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

ご
と
の
チ
ー
ム
と
し
て
改
め
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
産
業
建
設
チ
ー
ム
は
、
「
農
林

商
工
チ
ー
ム
」
「
建
設
チ
ー
ム
」
に
２
分
化
さ
れ
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
前
議
案
に
関
連
し
て
、
議
会
委
員
会
条
例
中
の
産
業
建
設
チ
ー

ム
の
名
称
を
改
め
る
た
め
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

  

一
定
期
間
休
職
し
て
研
修
を
受
け
る
機
会
を
職
員
に
与
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て�

　
職
員
の
給
与
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に
伴
い
、
あ
わ
せ
て
関
係

条
項
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て�

　
度
会
郡
医
師
会
よ
り
郡
内
の
学
校
医
、
保
育
所
医
の
報
酬
の
地

域
間
格
差
是
正
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
、
度
会
郡
町
村
会
で
意
見

統
一
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総

合
計
画
審
議
会
委
員
の
報
酬
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。�

�
▼
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
並
び
に
旅
費
等
に
関
す
る
条
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■
一
般
会
計
予
算
と
人
口
の
推
移�

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
町
の
財
政
状
況
、
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
17
年

度
に
限
り
特
別
職
の
給
料
を
５
％
引
き
下
げ
と
あ
わ
せ
て
旅
費
の

見
直
し
を
行
う
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
前
議
案
同
様
、
教
育
長
に
つ
い
て
も
５
％
引
き
下
げ
た
も
の
で

す
。�

�

▼
玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
行
財
政
改
革
の
一
環
で
見
直
し
を
行

い
、
昇
給
の
基
準
の
見
直
し
、
住
居
手
当
の
廃
止
、
通
勤
手
当
の

一
部
の
改
正
を
行
う
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

　
住
居
手
当
の
廃
止
、
通
勤
手
当
の
う
ち
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の
を
削
除
し
、
す
べ
て
の
距
離
に
お
い
て
減
額
さ
れ
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
職
員
の
旅
費
日
当
に
つ
い
て
、
県
内
は
す
で
に
廃
止
し
て
い
ま

す
が
、
県
外
出
張
の
日
当
も
廃
止
し
、
あ
わ
せ
て
宿
泊
費
の
支
給

を
実
費
と
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
不
動
産
登
記
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
条
文
の
整
備
を

お
こ
な
う
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て�

　
町
の
福
祉
施
策
の
方
向
性
を
考
え
る
中
で
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
子
育
て
支
援
の
施
策
と
し
て
、
乳

幼
児
医
療
費
に
つ
い
て
助
成
年
齢
の
拡
大
を
し
ま
し
た
。
ま
た
老

人
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
県
の
制
度
改
正
に
伴
い
改
正
、
そ
の

他
、
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
文
整
備
を
す
る
た
め
、

条
例
の
改
正
を
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
を
４
歳
未
満
か
ら
１
歳

引
上
げ
５
歳
未
満
に
、
老
人
医
療
費
（
68
・
69
歳
老
人
）
を
平
成

17
年
９
月
１
日
で
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
、

本
紙
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）�
�

▼
玉
城
町
敬
老
年
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
昭
和
47
年
度
か
ら
施
行
し
て
い
る
敬
老
年
金
の
支
給
に
つ
い
て
、

町
民
税
非
課
税
対
象
者
に
限
定
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。�

�

▼
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
平
成
12
年
度
事
業
採
択
さ
れ
た
岩
出
・
中
角
地
区
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
の
供
用
開
始
に
あ
わ
せ
、
処
理
場
の
名
称
、
位
置
お

よ
び
処
理
区
域
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
玉
城
町
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
行
政
組
織
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
も
あ
わ
せ
て
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て�

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
も
あ
わ

せ
て
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�

�

▼
町
道
の
認
定
、
廃
止
及
び
変
更
に
つ
い
て�

　
農
林
水
産
省
の
補
助
を
受
け
三
重
県
が
施
工
し
ま
し
た
一
般
農

道
事
業
の
完
了
、
な
ら
び
に
平
成
17
年
度
か
ら
施
工
を
計
画
し
て

い
る
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
新
規
事
業
採
択
の
た
め
整
理
を

す
る
も
の
で
、
道
路
法
に
よ
り
新
規
１
路
線
、
廃
止
２
路
線
、
変

更
１
路
線
の
認
定
を
行
っ
た
も
の
で
す
。�

�

▼
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て�

　
平
成
16
年
度
中
の
市
町
村
の
廃
置
分
合
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
志

摩
市
、
伊
賀
市
、
桑
名
市
、
松
阪
市
、
亀
山
市
、
四
日
市
市
、
大

紀
町
に
つ
い
て
、
規
約
の
整
備
を
行
う
た
め
、
三
重
県
自
治
会
館

組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
承

認
さ
れ
ま
し
た
。�

���
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平成17年�
第２回玉城町議会定例会�

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て�

　
昨
年
12
月
６
日
に
発
足
し
た
桑
名
市
が
新
規
加
入
し
ま
し
た
が
、

合
併
協
議
中
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
再
協
議
さ
れ
る
こ
と
な
り
、

旧
多
度
町
と
旧
長
島
町
の
職
員
の
退
職
手
当
の
処
理
を
す
る
た
め

の
加
入
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
組
合
の
規
約
に
明
示
し
て
の
取
扱

い
と
す
る
た
め
、
規
約
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

▼
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て�

　
平
成
16
年
度
中
の
市
町
村
の
廃
置
分
合
に
よ
り
、
三
重
地
方
税

管
理
回
収
機
構
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
が
脱
退
加
入
し
、
そ

の
数
が
増
減
す
る
た
め
、
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
の
規
約
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し

た
。�

�

▼
伊
勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て�

　
平
成
17
年
３
月
31
日
付
け
で
、
伊
勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞
納
整

理
組
合
が
解
散
す
る
に
あ
た
り
、
同
組
合
規
約
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

▼
伊
勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て�

　
関
係
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
配
置
分
合
に
伴
い
、
伊
勢
志
摩
市

町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
に
よ
る
共
同
事
務
処
理
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
平
成
17
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
伊
勢
志
摩
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
組
合
の
解
散
を
行
う
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

▼
伊
勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
の
財
産
処
分
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て�

　
前
議
案
に
関
連
し
て
、
伊
勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合

が
解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
組
合
の
財
産
処
分
を
行
う
協
議
を

す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

▼
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て�

　
度
会
郡
大
宮
町
、
紀
勢
町
お
よ
び
大
内
山
村
の
廃
置
分
合
に
よ

り
、
平
成
17
年
２
月
14
日
付
で
、
大
紀
町
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

▼
度
会
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に
つ
い
て�

　
市
町
村
合
併
に
よ
る
設
立
団
体
の
脱
退
に
伴
い
、
出
資
金
等
を

取
り
崩
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
定
款
を
改
正
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

��

●
平
成
17
年
度
　
玉
城
町�

▼
一
般
会
計
予
算�

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算�

▼
病
院
事
業
会
計
予
算�

▼
水
道
事
業
会
計
予
算�

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算�

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
特
別
会
計
予
算�

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算�

▼
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算�

▼
下
水
道
事
業
会
計
予
算�

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算�

　
各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
「
会
計
別
平
成
17
年
度
予
算
お

よ
び
前
年
度
比
較
表
」
（
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）�

�
【
追
加
議
案
】�

▼
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

　
現
収
入
役
の
西
岡
昂
氏
（
井
倉
26
番
地
）
は
平
成
17
年
４
月
９

日
、
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
収
入
役
と
し
て
適
任
と
考
え
、

引
き
続
き
本
町
収
入
役
に
選
任
し
、
議
会
の
同
意
を
求
め
承
認
さ

れ
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）�

　
年
度
末
を
迎
え
各
予
算
科
目
に
お
い
て
調
整
を
し
ま
し
た
。
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
７
６
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
46
億
５
１
９
０
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

　
【
歳
入
】
の
主
な
も
の
と
し
て
、
町
税
の
増
額
で
、
町
内
企
業

の
業
績
が
好
調
な
こ
と
か
ら
法
人
税
約
７
１
０
０
万
円
の
増
額
、
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■ 会計別平成17年度予算および前年度比較表�

病院事業�
水道事業�

住宅新築資金等貸付事業�
老人保健事業�

国民健康保険事業�
介護老人保健施設事業�

山村振興事業�
公共下水道事業�
農業集落排水事業�

　合　　　計�
重複額�

　純　　　計�

平成16年度�
4,384,568�
5,539,172�
1,584,364�
730,260�
9,640�

1,032,387�
1,022,194�
368,776�
58,159�
616,536�
116,856�
9,923,740�
679,672�
9,244,068

平成17年度�
3,903,900�
4,001,919�
568,984�
405,140�
8,575�

972,034�
968,618�
434,807�
61,700�
440,539�
141,522�
7,905,819�
351,179�
7,554,640

比較　�
△ 480,668�
△ 1,537,253�
△ 1,015,380�
△ 325,120�
△ 1,065�
△ 60,353�
△ 53,576�
66,031�
3,541�

△ 175,997�
24,666�

△ 2,017,921�
328,493�

△ 1,689,428

◆一般会計�
◆特別会計�

（単位：千円）�

会　計　別�
�

固
定
資
産
税
に
お
い
て
も
約
３
６
０
０
万
円
の
増
額
と
し
、
町
税

全
体
で
１
億
１
２
８
７
万
９
０
０
０
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
地
方
交
付
税
は
、
災
害
等
が
多
く
発
生
し
た
た
め
特
別
交
付
税

が
減
額
と
な
る
見
込
み
で
３
４
０
０
万
円
を
減
額
。�

　
県
支
出
金
は
、
地
震
対
策
緊
急
促
進
事
業
県
補
助
金
の
配
分
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
１
３
８
０
万
６
０
０
０
円
を
増
額
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
事
業
精
査
の
結
果
、
全
体
で
は
、
５
９
５
万
５
０

０
０
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
町
税
な
ど
の
増
収
に
よ
り
収
入
が
確
保
で
き
た
た
め
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
１
億
３
０
０
０
万
円
を
５
８
０
０
万
円
減

額
し
、
７
２
０
０
万
円
に
す
る
と
と
も
に
、
活
性
化
対
策
事
業
基

金
お
よ
び
地
域
福
祉
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
を
取
止
め
、
よ
り
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
。�

　
【
歳
出
】
の
主
な
も
の
と
し
て
、�

総
務
費
‥
町
制
50
周
年
式
典
の
準
備
に
伴
う
費
用
約
１
６
０
万
円
、

委
員
会
室
の
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
の
購
入
費
な
ど
を
計
上
。�

民
生
費
‥
福
祉
事
業
に
対
し
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
を
福
祉
基
金
に
積

み
立
て
。�

衛
生
費
‥
町
内
た
め
池
の
水
質
検
査
委
託
料
を
増
額
。�

農
林
水
産
費
：
排
水
路
整
備
工
費
の
増
額
、
県
営
事
業
な
ど
事
業

精
査
に
よ
る
負
担
金
を
減
額
。�

土
木
費
‥
地
震
対
策
緊
急
促
進
事
業
の
配
分
に
よ
る
道
路
補
修
用

材
料
費
、
新
規
に
極
楽
橋
に
歩
道
橋
を
設
置
す
る
た
め
の
調
査
費

用
を
計
上
。�

教
育
費
‥
田
丸
小
学
校
に
手
す
り
等
を
設
置
す
る
費
用
、
玉
城
中

学
校
へ
の
昇
降
機
設
置
の
た
め
の
設
計
委
託
料
、
田
丸
城
跡
の
道

路
整
備
の
た
め
の
工
事
請
負
費
な
ど
を
計
上
。�

諸
支
出
金
‥
病
院
改
築
に
伴
う
影
響
で
、
患
者
数
が
予
想
以
上
に

減
少
し
た
こ
と
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
費
用
負
担
な

ど
に
よ
り
、
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
し
の
増
額
。�

　
ま
た
、
事
業
の
関
係
上
や
む
を
得
ず
次
年
度
へ
の
繰
越
明
許
費

を
、
衛
生
費
の
公
害
対
策
事
業
で
３
０
０
万
円
、
農
林
水
産
費
の

排
水
路
整
備
事
業
で
２
４
０
万
円
、
土
木
費
で
道
路
新
設
改
良
事

業
８
３
０
万
円
、
地
方
道
整
備
交
付
金
事
業
７
９
０
万
円
、
諸
支

出
金
で
公
共
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
１
６
８
０
万
円
と
し
て
、

翌
年
度
に
繰
越
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算�

（
第
３
号
）�

　
年
度
末
を
控
え
医
療
給
付
費
の
動
向
を
中
心
に
精
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も
５
９
７
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、

総
額
10
億
４
８
７
４
万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）�

　
収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
一
般
会
計
か
ら
運
営
費
補
助
金
４
２

９
８
万
５
０
０
０
円
を
繰
り
入
れ
る
ほ
か
、
収
入
支
出
と
も
病
院

事
業
収
益
・
費
用
で
そ
れ
ぞ
れ
５
０
６
２
万
３
０
０
０
円
を
減
額

し
、
収
入
支
出
と
も
に
総
額
６
億
３
４
３
９
万
円
と
し
ま
し
た
。�

　
資
本
的
収
支
の
収
入
で
、
企
業
債
７
８
６
０
万
円
の
増
額
な
ど

を
行
い
、
収
入
で
８
億
６
４
９
８
万
円
に
、
支
出
で
９
億
８
１
８

２
万
３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）�

　
業
務
の
予
定
量
で
年
間
給
水
量
を
９
万
６
６
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
の
増
量
を
見
込
む
と
と
も
に
、
予
算
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。�

　
収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
営
業
収
益
１
３
９
７
万
３
０
０
０
円

を
増
額
し
３
億
１
２
０
３
万
８
０
０
０
円
に
、
支
出
で
営
業
費
用

な
ど
９
６
４
万
４
０
０
０
円
を
減
額
し
２
億
４
８
０
５
万
３
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
、
拡
張
工
事
分
担
金
収
入
な
ど

１
０
３
０
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
１
億
９
０
２
７
万
２
０
０
０

円
に
、
支
出
で
建
設
改
良
費
の
う
ち
水
道
拡
張
費
３
９
９
９
万
９

０
０
０
円
を
減
額
し
４
億
６
５
２
１
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算�

（
第
３
号
）�

　
医
療
諸
費
を
中
心
に
精
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
２
４
６
万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
９
億
７
５

５
５
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）�

　
収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
施
設
事
業
収
益
９
８
２
万
５
０
０
０

円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
９
６
５
０
万
９
０
０
０
円
に
、
支
出
で

施
設
事
業
費
用
８
５
６
万
５
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
３
億
２

８
５
３
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
の
支
出
で
、
固
定
資
産
取
得
費
３
９
９
７

万
９
０
０
０
円
の
減
額
な
ど
で
、
総
額
１
０
３
７
万
３
０
０
０
円



城あとに夢を築くまち たまき　2005-5

なるほどレポートなるほどレポート�なるほどレポート�

平成17年�
第２回玉城町議会定例会�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算�

（
第
３
号
）�

　
各
科
目
に
つ
い
て
調
整
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

96
万
９
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
６
７
８
４
万
５

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算�

（
第
３
号
）�

　
収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
３
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
１
億

５
３
０
万
１
０
０
０
円
に
、
支
出
で
32
万
円
を
増
額
し
、
総
額
１

億
５
４
９
０
万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
、
企
業
債
の
減
額
、
国
庫
補
助

金
の
増
額
、
他
会
計
補
助
金
の
減
額
に
よ
り
差
引
４
０
４
４
万
５

０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
４
億
７
６
７
７
万
に
、
支
出
で
施
設

費
の
減
額
、
償
還
金
の
増
額
な
ど
で
収
入
と
同
額
の
４
４
４
万
５

０
０
０
円
の
増
額
を
行
い
総
額
も
同
額
と
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
　
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）�

　
歳
入
で
県
補
助
金
の
増
額
と
、
下
水
道
使
用
料
、
一
般
会
計
繰

入
金
、
起
債
の
減
額
で
差
引
４
３
３
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、

歳
出
で
人
件
費
等
の
過
不
足
を
調
整
の
他
、
委
託
料
の
減
額
、
工

事
請
負
費
の
増
額
、
維
持
管
理
経
費
の
調
整
な
ど
歳
入
と
同
額
を

減
額
し
、
総
額
１
億
５
９
０
９
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

●
平
成
17
年
度
　
一
般
会
計
予
算
編
成
方
針�

�

「
平
成
17
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
予
算
　
町
長
開
会
あ
い
さ
つ
」

か
ら�

�

　
平
成
17
年
玉
城
町
議
会
３
月
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
新
年

度
予
算
及
び
諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
の
に
先
立

ち
、
当
面
の
合
併
を
見
送
っ
た
玉
城
町
と
し
て
迎
え
る
新
年
度
に

向
け
た
施
策
の
大
綱
と
近
い
将
来
の
展
望
を
私
の
所
信
の
一
端
と

し
て
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。�

�

は
じ
め
に�

　
私
は
、
就
任
以
来
「
対
話
の
行
政
」
を
基
本
に
「
心
の
豊
か
さ
」

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
第
一
に
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
、
保
健
福
祉
会
館
、
玉
城
病
院
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
整
備
と
と
も
に
ソ
フ
ト
面
に
お
い

て
も
介
護
保
険
制
度
の
導
入
、
そ
し
て
、
医
療
、
福
祉
、
予
防
の

一
体
的
推
進
、
教
育
の
充
実
な
ど
に
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
業
に
お

い
て
は
町
内
優
良
企
業
の
増
築
、
増
産
、
ま
た
、
従
業
者
数
も
拡

充
さ
れ
、
人
口
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る
町
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
１
万
５
千
余
人
の
町
民

の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
17
年
は
４
月
10
日
に
、
玉
城
町
誕
生
、
町
制
50
周

年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
玉
城
町
は
、
文
化
、
歴
史
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し

い
町
で
あ
り
、
先
人
た
ち
が
永
年
に
か
け
て
築
い
た
努
力
の
賜
物

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
４
月
２
日
、
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
こ
れ

を
皮
切
り
に
平
成
17
年
度
に
お
い
て
各
種
事
業
、
行
事
を
50
周
年

行
事
と
銘
打
っ
て
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
総
意
で

参
画
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
玉
城
町
の
更
な
る
前

進
と
飛
躍
を
目
指
し
、
将
来
に
「
希
望
と
ロ
マ
ン
」
「
う
る
お
い

と
安
ら
ぎ
」
が
溢
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策

に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
、
ご
支
援

を
節
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
、
我
が
国
の
17
年
度
の
経
済
見
通
し
は
、
全
般
的
に
は
企

業
部
門
で
の
生
産
や
設
備
投
資
が
増
加
す
る
な
ど
の
改
善
傾
向
を

背
景
に
、
引
き
続
き
民
間
需
要
中
心
の
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
と

見
込
ま
れ
、
物
価
に
つ
い
て
も
デ
フ
レ
状
況
か
ら
の
脱
却
に
向
け

た
進
展
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
結
果
、
国
内
総
生

産
の
実
質
成
長
率
は
１
・
６
％
程
度
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
こ
の
よ
う
な
動
向
の
も
と
、
財
政
運
営
の
基
本
態
度
と
し
て
政

府
は
、
「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」
、
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
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なるほどレポート�

は
民
間
に
」
、
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
の
方
針
に

よ
り
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０

４
」
に
基
づ
き
、
個
人
や
企
業
の
挑
戦
す
る
意
欲
と
地
方
の
自
主

性
を
引
き
出
す
た
め
、
各
分
野
に
わ
た
る
構
造
改
革
を
引
き
続
き

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
一
体
的
か
つ
整
合
的
に
推
進
し
、
民
間
需

要
主
導
の
持
続
的
な
経
済
成
長
を
図
る
と
し
て
お
り
ま
す
。�

�

　
（
中
略
）�

�

　
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
当
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

歳
入
面
で
、
そ
の
根
幹
と
な
る
町
税
が
、
町
内
優
良
企
業
の
業
績

の
伸
び
、
設
備
投
資
に
伴
う
固
定
資
産
の
増
に
よ
り
６
・
７
％
増

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
来
の
法
人
税

等
基
準
財
政
収
入
額
の
伸
び
に
伴
い
減
額
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

減
額
が
見
込
ま
れ
、
そ
し
て
、
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影

響
に
よ
り
国
庫
補
助
負
担
金
が
、
平
成
17
年
度
ま
で
に
減
額
さ
れ

る
た
め
、
今
後
、
安
定
的
な
収
入
の
確
保
が
課
題
と
な
る
状
態
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
一
方
、
歳
出
面
で
は
、
極
力
行
政
内
部
経
費
を
抑
制
し
、
特
別

職
の
報
酬
、
職
員
の
諸
手
当
縮
減
な
ど
の
人
件
費
の
抑
制
に
も
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
公
債
費
や
下
水
道
事
業
な
ど
へ
の

繰
出
金
が
増
加
し
、
政
策
的
経
費
に
充
て
ら
れ
る
財
源
が
縮
減
さ

れ
る
な
ど
の
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
経
常
経
費
に
お
け
る
福
祉
、

教
育
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
前
年
度
当
初
予
算
を
下
回
る
こ
と
の

な
い
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
町
は
、
市
町
村
合
併
問
題
を
21
世
紀
の

地
方
自
治
の
変
革
、
国
策
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
の
で
適
切
な
る
時
期
の
合
併
は
将
来
の
課
題
と
す
る
も
の
の
、

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
昨
年
９
月
に
期
日
内
合
併
は
推
進
し
な
い

こ
と
と
し
、
当
面
単
独
と
の
方
針
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
処
で
あ

り
ま
す
の
で
、
17
年
度
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
は
将
来
的
に
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
図
る
べ
く
、
行
財
政
改
革
や
円
滑
な
財
政

運
営
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
現
在
ま
で
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま

し
た
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
基
金
繰
入
れ
を
す
る
こ
と
の
な
い
健

全
な
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
財
政
環
境
に
鑑
み
17
年
度
は
「
改
革
元

年
」
と
し
て
、
抜
本
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
す
で
に
庁
内
の
内
部
組
織
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
検
討
を
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
６
月
に
は
外
部

審
議
会
と
し
て
第
４
次
行
財
政
改
革
審
議
会
を
設
置
し
検
討
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
呼
応
し
て
、
17
年

度
は
第
４
次
玉
城
町
総
合
計
画
、
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で

あ
り
、
後
期
基
本
計
画
の
策
定
時
期
に
あ
り
ま
す
の
で
、
総
合
計

画
審
議
会
も
重
ね
た
形
で
の
組
織
編
成
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と

考
え
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。�

　
現
基
本
構
想
で
は
22
年
の
人
口
見
通
し
を
１
万
６
０
０
０
人
と

し
、
現
在
、
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
国
、
地
方
を

取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
な
か
、
こ
の
目
標
数
値
を
継
続
し
、

将
来
の
玉
城
町
を
考
察
し
な
が
ら
行
財
政
改
革
を
検
討
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事
務
事
業
全
般
に
わ
た

る
徹
底
し
た
見
直
し
な
ど
に
よ
る
「
行
財
政
改
革
行
動
計
画
」
を

策
定
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
行
財
政
改
革
を
強
力

に
推
進
し
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
努
め
、
財
源
の
確
保
を
図
り
、

「
選
択
と
集
中
」
を
基
本
に
、
施
策
、
基
本
事
業
の
優
先
順
位
の

選
択
を
行
い
、
重
点
化
に
取
り
組
む
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
、
効
率
的
に
配
分
し
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
町
政
を
着
実
に

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

���

●
基
準
財
政
収
入
額
（
※
１
）�

　
町
税
、
譲
与
税
、
交
付
金
な
ど
の
一
般
財
源
を
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
計
算
し
た
額
。
こ
れ
に
対
し
て
基
準
財
政
需
要
額
が
あ
り
、
除
し

て
得
た
数
値
は
財
政
力
指
数
と
い
い
財
政
力
の
強
弱
を
示
す
。
指
数

が
高
い
ほ
ど
裕
福
な
団
体
。
当
町
の
場
合
０
・
６
９
２
（
平
成
14
・

15
・
16
年
度
平
均
）�

●
臨
時
財
政
対
策
債
（
※
２
）�

　
地
方
財
政
対
策
の
ひ
と
つ
で
、
地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た

め
平
成
18
年
度
ま
で
の
間
、
特
例
と
な
る
地
方
債
で
、
各
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
発
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
臨
時
財
政

対
策
債
の
元
利
償
還
金
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
地
方
交
付
税

に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

用
語
メ
モ�

※
１�

※
２�
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なるほどレポートなるほどレポート�なるほどレポート�

平成17年�
第２回玉城町議会定例会�

●
重
点
施
策�

「
平
成
17
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
予
算
　
町
長
開
会
あ
い
さ
つ
」

か
ら�

�

　
重
点
施
策
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、

時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。
そ

の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
と
し
て
次
の
４
点
を
基
本
に
推
進

し
ま
す
。�

　
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り�

　
快
適
で
住
み
よ
い
緑
豊
か
な
環
境
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
し

つ
づ
け
る
こ
と
は
、
町
民
が
安
ら
か
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
あ
り
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
つ

つ
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
上
水
道
事
業
で
は
安
全
な
飲
料
水
の
供
給
の
た
め

管
網
整
備
を
推
進
し
、
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
展
開
し
ま
す
。�

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
宮
川
流
域
下
水
道
を
考
慮
し
た
事
業
の

拡
大
に
努
め
、
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
は
宮
古
、
岩
出
・
中

角
地
区
に
続
き
三
郷
・
昼
田
地
区
の
調
査
設
計
を
実
施
し
ま
す
。�

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り�

　
日
々
の
生
活
が
幸
せ
で
健
康
に
す
ご
せ
、
安
心
な
も
の
に
な
る

よ
う
に
、
福
祉
、
保
健
、
安
全
、
防
災
対
策
に
努
め
ま
す
。�

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
の
な
か
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
総
合
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
充
実
さ
せ
、
質
の
高
い
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
拠
点
施
設
と
し
て
平
成
16
年

度
玉
城
病
院
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
完
了
し
た
の
で
、

さ
ら
に
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。�

　
ま
ず
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
は
梅
が
お
か
児
童
館
を
整
備
し
、
運
営
を

始
め
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
17
年
度
に
は
乳
幼
児

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
り
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環

境
の
整
備
と
し
て
、
引
き
続
き
長
時
間
、
延
長
保
育
の
推
進
を
図

る
な
ど
充
実
に
努
め
ま
す
。�

　
高
齢
者
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で

ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
で
い
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
な
体
制
の
確
立
を
推
進
し
、
総
合
的
な
保
健
福
祉
施

策
の
展
開
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。�

　
一
方
、
防
災
上
で
の
安
全
、
安
心
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内
外

で
台
風
、
地
震
、
津
波
等
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
防
災
へ
の
関
心
は
、
最
近
特
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
当
町
で
も
昨
年
９
月
の
台
風
21
号
襲
来
時
に
は
、
町
始
ま
っ
て

以
来
、
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
消

防
、
防
災
力
の
強
化
を
図
り
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
個
別
受
信
機
へ
の
切
替
え
を
15
年
度
に
完
了
し

た
の
で
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
、
連
絡
網
と
し
て
一
層
の
充
実
強

化
を
図
り
ま
す
。�

　
宮
川
護
岸
の
対
策
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
へ
の
要
望
を
重
ね
て

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
国
土
交
通
省
河
川
管
理
事
務
所
か
ら
災
害
復

旧
対
策
事
業
と
し
て
17
年
３
月
18
日
か
ら
概
ね
１
年
間
の
工
期
で
、

岩
出
、
昼
田
間
の
護
岸
１
キ
ロ
80
メ
ー
ト
ル
を
整
備
す
る
連
絡
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
地
域
文
化
の
薫
り
た
つ
ま
ち
づ
く
り�

　
歴
史
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
文
化
活
動
を
促
す
と
と
も
に
、
歴

史
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
ま
た
、
将
来
を
担
う

青
少
年
、
若
者
の
育
成
に
町
民
全
体
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。�

　
17
年
度
は
、
教
育
施
設
整
備
と
防
災
、
地
震
対
策
の
整
備
と
し

て
、
玉
城
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
と
あ
わ
せ
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
、
空
調
設
備
整
備
を
実
施
し
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。�

　
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り�

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
社
会
資
本
投
資
に
よ
る
環
境
整

備
も
必
要
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
な
経
費
の
投
資
は
実
施
し
て
い

き
ま
す
。�

　
産
業
、
都
市
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
道
路
網
の
整
備
と
し

て
都
市
計
画
道
路
の
駅
前
街
路
整
備
、
町
道
幹
線
道
路
整
備
を
図

り
ま
す
。�

　
環
境
資
源
で
あ
る
農
地
の
保
全
事
業
と
し
て
、
17
年
度
採
択
に

な
り
ま
す
有
田
地
区
の
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
創
出
を
図
る
た
め
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が
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の
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く
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回
、
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独
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機
構
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革
を
図
り
、
事
業
展
開
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

�



城あとに夢を築くまち たまき　2005-5

なるほどレポート�

保健衛生住民関係経費�

�

合併浄化槽事業�

�

農業集落排水事業会計支出金経費�

公共下水道事業会計支出金経費�

社会福祉協議会経費�

�

福祉関係特別会計経費�

介護保険事業�

�

児童手当経費�

障害者保護経費�

�

常備消防経費�

病院会計支出金経費�

�

老人保健施設事業会計支出金経費�

小学校管理経費�

中学校管理経費�

中央公民館経費�

ケーブルテレビ事業�

県営関連事業�

�

商工会経費�

特別会計繰出経費�

道路維持修繕事業�

道路新設改良町単事業�

地方道路整備交付金事業�

議会運営経費�

広報紙発行経費�

�

公債費償還経費�

恵まれた環境を生かす　まちづくり　　　　　　　　　３億２８４２万８０００円  

本年度予算額�
単位：千円�

安心して暮らせる　まちづくり　　　　　　　　　　１６億２９０３万５０００円  

地域文化の薫りたつ　まちづくり　　　　　　　　　　４億８５９９万３０００円  

活気あふれる　まちづくり　　　　　　　　　　　　　４億５９８０万８０００円  

計画推進のために　　　　　　　　　　　　　　　　１０億　　６３万６０００円  

議員15人に係る人件費及び議会活動に要する経費�

月１回発行する広報紙の発行に関する事業。印刷製本費を中心に広報編集委員手当、写

真現像費などの経費 �

16年度末の地方債現在高見込（4,842百万円）に係る当該年度の元金償還、利子、一時借

入金の利子などの経費�

ケーブルテレビの運営事業。番組制作、文字放送が含まれている�

県営農道、県営かんがい排水事業、県営経営体育成基盤整備事業に係る経費を一部負担し

農業の基盤整備を促進する�

商工会が行う小規模事業者の経営又は技術の改善発達のための商工会経費�

山村振興特別会計への費用補充のための繰出金�

町道の維持補修�

町道の新設改良�

緊急地方道路整備事業で実施する町道中楽朝久田線の道路整備�

教育委員会事務局が管理する小学校経費�

教育委員会事務局が管理する中学校経費�

中央公民館の管理・運営、修繕。ＩＴサポートセンターの運営費�

福祉バスの運行事業委託金、町社会福祉協議会運営補助金、�

ふれあいまちづくり事業補助金等の経費�

玉城町国民健康保険、老人保健特別会計への繰出金等経費�

度会1部介護保険事務組合の負担金、介護相談員派遣事業、�

ケアマネジャーの研修等を実施する経費�

児童手当認定および給付事務�

障害者の社会参加を促進するための補装具の交付・修理、施設入所通所、�

自動車の改造助成など行う経費�

広域消防委託料等�

町立病院運営に係る経費として、国から受ける交付税相当額、建設工事の償還金の�

一部および運営補助金の玉城病院事業会計への繰出金�

建設工事の償還金の一部を運営補助としての老人保健施設事業会計への繰出金�

菊狭間環境整備組合（ゴミの収集）、�

伊勢広域環境組合（ゴミの焼却・し尿処理・斎場）などの負担金経費�

合併処理浄化槽設置者に対する補助金支給事務�

　　補助金額　５人槽354,000円　７人槽411,000円　10人槽519,000円�

農業集落排水事業特別会計への繰出金�

公共下水道事業会計への繰出金�

178,714�

�

14,584�

�

24,416�

84,200

18,280�

�

139,324�

121,350�

�

86,683�

83,690�

�

154,811�

55,000�

�

13,331

29,578�

136,827�

16,080

9,760�

65,144�

�

9,737�

21,672�

64,032�

70,376�

48,222

54,521�

4,448�

�

516,189

事業名称� 事業内容�

■一般会計主な事業一覧�
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玉城町職員人事�
町総務チーム  1（58）8200

�

�

�

４月１日付　（　）は旧職名�

●役場�
 総務チーム総務�

　責　任　者　田村　　優（産業建設チーム建設責任者）�

　事務吏員　太田恵理子（税務住民チーム事務吏員）�

 �

 生活福祉チーム�

　統　　轄　辻　　　誠（病院老健チーム統轄）�

　主　　査　西村美紀子（生活福祉チーム事務吏員）�

　事務吏員　奥藤　敬生（産業建設チーム事務吏員）�

�

 農林商工チーム�

　統　　轄　田畑　良和（総務チーム総務責任者）�

　責　任　者　小林　一雄（産業建設チーム農林商工責任者）�

　主　　査　奥野　良子（産業建設チーム主査）�

　事務吏員　上村　和弘（産業建設チーム事務吏員）�

　　　同　　　木村　　豪（税務住民チーム事務吏員）�

�

 建設チーム�

　統　　轄　前田　浩三（産業建設チーム統轄）�

　建設・管理責任者�

　　　　　　中西　末郎（産業建設チーム管理責任者）�

　主　　査　岩崎　　貢（産業建設チーム主査）�

　主　　査　真砂　浩行（産業建設チーム事務吏員）�

　事務吏員　山下　健一（産業建設チーム事務吏員）�

　　　同　　　内堀　拓明（産業建設チーム事務吏員）�

　道路工手　上村　幸弘（産業建設チーム道路工手）�

�

 病院老健チーム�

　統　　轄　大南　友敬（生活福祉チーム統轄）�

　准看護師　堀　小百合（生活福祉チーム准看護師）�

　介　護　員　大西　由純（外城田保育所介護員）�

�
�
�
�
●保育所�
田丸保育所�

　所　　長　堀川　美子（外城田保育所保育所長）�

　主　　査　下村　恵子（外城田保育所保育主査）�

　保　育　士　山本　香里（有田保育所保育士）�

　　　同　　　南　　育恵（下外城田保育所保育士）�

　　　同　　　村林　千絵（外城田保育所保育士）�

外城田保育所�

　所　　長　中瀬　礼子（田丸保育所保育所長）�

　主　　査　小林しのぶ（有田保育所保育主査）�

有田保育所�

　総括主任　北岡　妙子（下外城田保育所総括主任）�

　主　　査　川井　清美（田丸保育所保育主査）�

下外城田保育所�

　総括主任　山本　繁子（有田保育所総括主任）�

　保　育　士　上村亜由子（田丸保育所保育士）�

　　　同　　　須山　慶子（田丸保育所保育士）�

�

●調理員�
玉 城 中 学 校　竹郷喜代子（有田小学校）�

田 丸 小 学 校　廣川かよ子（外城田小学校）�

外城田小学校　矢土　直美（田丸小学校）�

　　　同　　　　東谷ますみ（玉城中学校）�

有 田 小 学 校　高藪えり子（下外城田小学校）�

下外城田小学校　竹郷　政子（外城田小学校）�

田 丸 保 育 所　西井千代美（外城田保育所）�

　　　同　　　　石丸登美子（病院老健チーム）�

外城田保育所　中川　時代（下外城田保育所）�

　　　同　　　　池山　和枝（田丸保育所）�

下外城田保育所　下村　彰子（外城田保育所）�

�

●新規採用�
　病院老健チーム介護員　井端香代子�

　同　介護員　　　　　　伊藤　友子　�

　同　診療放射線技士　　山崎　留美　�

�
●退職　３月31日付�
井原　秀雄（上下水道チーム水道工務員）�

中村　美穂（病院老健チーム作業療法士）�

池山　敦子（田丸保育所保育主査）�

産業建設チーム�

建設チーム�

・道　　路�

・河　　川 �

・建築確認 �

・都市計画�

・町営住宅�

・境界立会�

・国土調査�

・農業振興�

・農業委員会�

・土地改良�

・企業誘致�

・観　　光�

・統計調査�

新組織機構（平成１７年４月～）�

1（５８）８２０５�

農林商工チーム�

1（５８）８２０４�
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町制50周年にあわせ　玉城町史下巻・近世史料集第１巻　同時発刊�
� 町教育委員会　1（58）8212

　このほど、戦国時代末期から江戸・明治・大正時

代を経て、昭和30年の町村合併（一部現在を含む）ま

での、約500年間の歴史をまとめた『玉城町史下巻』

が発刊されました。�

　執筆は海住春弥さん（多気町）を編さん委員長とし

て「玉城町古文書講座」の卒業生および地元の有志が

編さんにあたりました。Ａ５版で1,140ページ。�

　また、町内全域と勢州田丸領に関わる江戸時代約

260年間の記録を集めた『近世史料集第１巻』（A５版

755ページ）も同時発刊されました。�

　価格は、上・下巻、史料集いずれも1,800円（税込

み）で販売しています。�

　詳しくは、町教育委員会へお問い合わせください。�

C
h
ec

k!!

平成17年度　まちのＩＴ事業�
� 町教育委員会　1（58）8212、町総務チーム　1（58）8200

　平成16年度につづき、今年度も次のようにＩＴ事

業を実施します。ふるってご参加ください。�

●たまきＩＴサポートセンター�
　パソコンの操作で分からないこと、困ったことな

どご相談ください。ご自宅のパソコンをお持ちいた

だいても結構です。�

　時間帯　月曜日　午前10時～午後５時�

　　　　　水曜日　午前10時～午後５時�

　（今年度は金曜日の運営は行っておりませんので

ご注意ください）�

●たまき＠倶楽部�
　町民参加による地域サークル活動の一つとして、

ホームページづくりを目標にいろんなことを学びます。

　いずれは、地域情報特派員に！「みえＩＴ市民会議」

の支援を受けて運営します。�

▼日時　第１月曜日　午前10時～正午�
　　　　第３金曜日　午後７時～９時�

▼内容　４・５・６月はホームページ作成を目的に
　　　　デジカメ、文書構成などの基礎知識を学習

　　　　します。その後２カ月を一サイクルにペー

　　　　ジを作成していきます。�

●初級パソコン講座�
　株式会社エー・アシスト主催の有料の講習会です。�

詳しくは、本紙４月号（前号）はさみこみチラシを

ご覧ください。�

　なお、お問い合わせは、1（31）2001へお願いし

ます。�

�

　どうぞ、ふるってご参加ください。�

　詳しくは、町教育委員会、または町総務チームへ

お問い合わせください。�

発刊した下巻（左）と近世史料集�

発刊を中瀬町長に報告する編さん委員のみなさん�

�
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子育て支援事業�
� 町保健福祉会館　1（58）8000

保健師保健師だよだより�保健師だより�町保健福祉会館 1（58）8000

●もぐもぐ教室�
▼開催日　５月13日（金）�
▼時　間　午前10時20分～正午�
▼場　所　町保健福祉会館�
▼対　象　生後６カ月までのお子さん�
▼内　容　離乳食準備期・初期の献立と試食など�
　ご希望の人は、町保健福祉会館へお申し込みくだ

さい。�

●ぱくぱく教室～手づくりおやつを作ろう�
▼開催日　５月31日（火）�
▼時　間　午前10時30分～正午�
▼場　所　町保健福祉会館�
▼内　容　幼児食の簡単な実習と試食�
▼対　象　１歳６カ月～２歳６カ月までのお子さん
　　　　　を持つ保護者（定員15名）�
▼料　金　100円（材料費）�
▼持ち物　エプロン、三角巾�
　ご希望の人は、町保健福祉会館までお申し込みく

ださい。�

●０,１ひろば�
▼開催日　５月６日（金）�
▼時　間　午前10時30分～11時30分�
▼内　容　ピクニック（大仏山公園で遊ぼう）�
　　　　　雨天時は保健福祉会館で室内遊び�
▼対　象　０・１歳のお子さんとその保護者�
　事前に保健福祉会館へ予約してください。�

●たまきっこひろば�
▼開催日　５月10日（火）�
▼時　間　午前10時30分～11時30分�
▼内　容　おさんぽしよう�
▼集　合　さくら児童館（お城広場にて解散）　　
▼対　象　未就園のお子さんとその保護者�
　詳しくは、さくら児童館または保健福祉会館へ

お問い合わせください。�

●にこにこサロン�
▼開催日　５月９・16・23・30日（各月曜日）�
▼時　間　午前10時30分～11時30分�
▼場　所　さくら児童館、梅がおか児童館�
▼内　容　お母さんたちの交流、情報交換�
　　　　　自由遊びなど�

町立玉城病院で女性技師による乳がん町立玉城病院で女性技師による乳がん�
（マンモグラフィ検査）（マンモグラフィ検査）の個別検診を開始の個別検診を開始�
�

町立玉城病院で女性技師による乳がん�
（マンモグラフィ検査）の個別検診を開始�
�

■胃がん検診�
　▼日　　時　５月28日（土）�
　▼受付時間　午前８時30分～10時�
　▼場　　所　町保健福祉会館�
　▼対　象　者　40歳以上の人�
　▼料　　金　胃がん900円（70歳以上の人は無料）�
�
■乳がん（マンモグラフィ検査）・子宮がん検診�
　▼日　　時　５月28日（土）�
　▼受付時間　午後１時（30人）�
　　　　　　　午後２時（30人）�
　▼場　　所　町保健福祉会館�
　▼対　象　者　乳がん　30歳以上の女性�
　　　　　　　　子宮がん　20歳以上の女性�
　▼料　　金　乳がん700円�
　　　　　　　　子宮がん800円

（70歳以上の人は無料）
�

�
■骨密度検診�
　▼日　　時　５月28日（土）�
　▼受付時間　午前９時30分～11時（50人）�
　　　　　　　午後１時～２時30分（50人）�
　▼場　　所　町保健福祉会館�
　▼対　象　者　成人女性�
　▼料　　金　400円（70歳以上の人は無料）�
＊いずれも申し込みは4月28日（木）から開始します。�
　ご希望の人は町保健福祉会館までお申し込みくだ

さい。�

�
�

　乳がんはどのような病気？�
　乳房にある乳腺に発生する悪性腫瘍です。症状は、
しこり、乳頭から血がまじった汁が出る、乳首の陥没、
皮膚のくぼみ、痛み、脇の下のしこりなどさまざまです。�
　乳がんの発生には、エストロゲンという女性ホルモ
ンが深く関わっています。食生活やライフスタイルの
変化がエストロゲンの分泌に影響し、乳がんにかかる
方が増加しています。�
▼検診日�
�
�
�
�
�
�
▼検診受付時間／金曜日：午後１時～２時30分�
　　　　　　土曜日：午前９時～11時30分�
▼検診場所／町立玉城病院　�
▼検診内容／マンモグラフィによる２方向撮影�
　　　　　　自己検診についての指導�
▼対　象　者／30歳以上の女性　　�
▼自己負担金（集団検診と同じ）／７００円�
▼申込み先／町保健福祉会館�
（検診日前日までにお申込みください。病院と調整
いたします）�

�

5月�
6月�
7月�
8月�

　　　金曜日�
13日・20日・27日�
３日・17日・24日�
１日・15日・22日・29日�
５日・19日・26日�
�

土曜日�
14日�
11日�
９日�
13日�
�
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ボランティアだより�
町社会福祉協議会　ボランティアセンター　 1（58）6915

�

�

�

保健師だより�
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町社会福祉協議会事業�
町社会福祉協議会　 1（58）6915

�

�

�

●弁護士による無料法律相談を開催�
　くらしの困りごとなどの生活全般の相談をお受け

する「無料法律相談」を開催します。相談を希望す

る人は社会福祉協議会までお申し込みください。�

▼日時　５月17日（火）　午後２時～午後４時�
（通常は第２火曜ですが、今回は第３火曜です。）�

▼場所　町保健福祉会館�
　事前に申込みが必要です。申し込み受け付けは５

月１日（日）～５日（木）まで。（申込み多数の場合に

は抽選となります。ご了承ください。）�

　申し込みなどの詳しいことは、町社会福祉協議会

へお問い合わせください。�

�

●子育て教育相談�
　子どもの発達上の悩みや人とのかかわり、問題行

動など、日頃の子育ての中で感じる小さな悩みから

専門的なことまで相談に応じます。�

�

�
�
�
▼日時　５月18日（水）（毎月第３水曜）�
　　　　午前10時～正午�

▼場所　町保健福祉会館�
▼相談員　池山　哲也氏�
　　申し込みは不要です。�

�

●介護者のつどい（ホッとサークル）�
　在宅で高齢者や障害のある人の介護をされている

介護者のみなさん、介護の中で感じたことを共有し

ながら一緒におしゃべりしませんか。「この時間を通

じて、がんばりすぎない介護をめざしましょう。」�

▼日時　５月11日（水）（毎月第２水曜）�
　　　　午後１時～３時�

▼場所　町保健福祉会館�
▼内容　整体ストレッチで心も体もリフレッシュ�
　参加費、申し込みは不要です。お気軽にお越しく

ださい。�

　いずれも、詳しくは町社会福祉協議会へお問い合

わせください。�

�
■はな♪はな♪おはなし会�
　絵本や紙芝居の読み語り、手遊びなどをしていま

す。読み手は現役ママたち！  絵本のこと、育児のこ

と、いろいろお話ししませんか！？�

＜５月のおはなし会＞�

……５月17日（火）�

▼時　間　午前10時30分～�
▼場　所　町保健福祉会館　研修室�
▼対象者　乳幼児と保護者�
�
■すいすいキッズ　カラフルらいおん�
……５月11日（水）�

▼時　間　午前10時30分～11時30分�

▼場　所　町保健福祉会館�
▼内　容　新聞紙遊び�
　どちらも、詳しくは、町ボランティアセンターへ

お問い合わせください。�

�

■「玉城おはなしキャラバン」5月の予定�
▼日　程　５月11日（会場 さくら児童館）�
　　　　　５月18・25日（会場 梅がおか児童館）�
　　　　（いずれも水曜日）�
▼時　間　午後４時～４時30分�
　詳しくは、ボランティア代表の飯田啓子さん�

　 1（５８）４６００へお問い合わせください。�

�

町立玉城病院で女性技師による乳がん�
（マンモグラフィ検査）の個別検診を開始�
�
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中退共制度（中小企業退職金共済制度）�
に加入しましょう�

独立行政法人勤労者退職金共済機構�
　　中小企業退職金共済事業本部　1 03（3436）0151�

�

5
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青い鳥郵便葉書の無償配布�
� 玉城郵便局　1（58）3075

�
�

　身体に重度の障害、また重度の知的障害をお持ち

の人に、通常郵便葉書を青い鳥のデザインの入った

専用封筒に入れて、無料で配布します。�

【配布の対象】�

　身体障害者手帳1級または2級の人�

　療育手帳に「Ａ」と標記されている人�

【受付期間】　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　平成17年５月31日（火）まで�

【配布枚数】�

　　一人につき20枚�

　申し込みなど、詳しくは玉城郵便局へお問い合わ

せください。�

５月24日～春の行政相談週間�
お気軽にご相談ください�
�

�

行政相談員　大橋さん　1（58）4545

�
�

�

　５月24日（火）～30日（月）まで、春の行政相談週間

です。お気軽にご相談ください。�

　また、この期間、30日は保健福祉会館で相談に応

じるほか、これ以外は電話での相談にも応じます。�

　ご相談は、大橋正子さんへお願いします。�

　「行政相談委員」とは、総務大臣が委嘱している

民間有識者で、みなさんの身近な相談相手です。また、

ご相談は無料、相談者の秘密は固く守ります。�

　なお、引き続き２年間大橋さんに委員を務めてい

ただきます。�

�

　利用している介護保険のサービスについての要望

などを介護相談員がお聞きします。�

【相談日】�
５月10日（火）玉城社協デイサービス�

　　12日（木）ケアハイツ玉城�

　　19日（木）弘樹苑�

　　20日（金）在宅介護サービス利用者�

　　　　　　（保健福祉会館）�

　　23日（月）はなのその�

　　26日（木）桜の里�

相談時間はいずれも午後１時30分～４時まで�

【相談員】�
　下村　　久　　　谷口　惠津子�

　大西　道子　　　松葉　訓子�

詳しくは町生活福祉チームへお問い合わせください。�
C
h
ec

k!!

介護サービス利用者相談日�
町生活福祉チーム　1（58）8203

�

�

�

�

　町立の４つの保育所では，子育て支援の一環とし

て、月に１度、お子さんが同年齢の友達と一緒に遊

んだり、子育て真最中のお母さん同士や保育士と子

育ての喜びや悩みについて話をしたりする機会作り

の場になればと園庭を開放しています。�

�

▼対象　家庭で保育している乳幼児とその保護者�
▼日時　毎月第３水曜日　午前中（５月は18日）�
▼場所　外城田保育所　　　　1（58）3925�

　　　　田丸保育所　　　　　1（58）3077�

　　　　有田保育所　　　　　1（58）4411�

　　　　下外城田保育所　　　1（58）4932�

▼お願い�
　園庭を利用される際には、次のことにご注意くだ

さい。�

1お子さんに必ず付き添って遊ばせてください。�

2安全については各自責任を持ってください。�

3お使いになった玩具等はもとの場所へ片付けてく

　ださい。�

4お茶や帽子を用意してください。�

　５月のさわやかな風の中、お子さんと楽しい時間

を過ごしませんか？　ぜひ、ご利用ください。�

お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　退職金の準備は万全ですか？　中退共制度は中小

企業で働く従業員のための退職金制度です。�

▼掛け金の一部を国が助成します。�
▼掛け金は税法上、全額非課税になります。�
▼加入前の過去勤務期間や転職した場合に通算がで
　きます。�

　安全・確実・有利な中退共制度をぜひご利用くだ

さい。�

　詳しくは、中小企業退職金共済事業本部へお問い

合わせください。�

�

�
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保育所に遊びにきてね！！�
～町立保育所　園庭開放のご案内～�
�

�
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�

�

�

　「生命を生みだす母親は  生命を育て  生命を守る

ことを望みます」をスローガンに、毎年母親大会を

開催しています。（玉城町など後援）�

　次のように大会を開催しますのでお出かけくださ

い。�

▼日時　５月29日（日）　�
　　　　午前９時30分～午後４時�

▼場所　伊勢市観光文化会館�
　その他、詳しいことは南勢地区母親大会実行委員

会までお問い合わせください。�

�

�

�

�

�

　　平成17年歌会始のお題が決まりました。詠進し

てください。�

▼お題　「笑み」�
「笑」の文字を使用していればよく、「笑ひ」（わらい）

でも差し支えありません。�

▼詠進歌の詠進要領�
　1詠進歌は、お題を読み込んだ自作の短歌で一人

　　一首とし、未発表のものに限ります。�
　2書式は、半紙を横長に用い、右半分にお題と短歌、

　　左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（本名、

　　ふりがなつき）、生年月日および職業を縦書き

　　で書いてください。�
　3用紙は、半紙とし、毛筆で自書してください。�

▼詠進の期間　９月30日まで�
▼郵便の宛先　〒100-8111　宮内庁宛　封筒に「詠
進歌」と表記してください。�

　その他、詳しくは直接、上記宮内庁式部職へ返信

用切手を貼った封筒を添えて、９月20日までにお問

い合わせください。�

�

�

�

�

�

�

　６月11日（土）、午前９時30分～午後２時、伊勢広

域環境組合リサイクルプラザでリサイクルに関する

体験および展示、再生品の抽選販売、フリーマーケ

ットなど楽しい催しを予定しています。�

　また、リサイクルプラザでは、この日フリーマーケ

ット出店者を募集しています。�

　出店を希望される人は、「往復はがき」に郵便番号

・住所・氏名・電話番号・主な出品名をご記入の上、

５月20日（金）までにお申し込みください。（〒515-

0505 伊勢市西豊浜町653：電話での受付はいたしませ

ん。応募者多数のため１家族１枚の応募。多数の場合

は公開抽選になります。）�

　詳しくは、伊勢広域環境組合リサイクルプラザ運営

委員会へお問い合わせください。�

�

�

�

�

　三重建労伊勢支部では、三重県労働基準局の指定教

習機関として「小型移動式クレーン運転技能講習会」

を次のように開催します。�

　つり上げ荷重１t以上５t未満の移動式クレーンの運

転業務には小型移動式クレーン運転技能講習終了の資

格が必要です。�

▼日　　程　５月12日（木）～14日（土）�
▼会　　場　コマツ三重�
▼受　講　料　18,500円（テキスト代含む）�
▼受講資格　満18歳以上の人�
▼定　　員　60人（定員になり次第締め切り）�
　詳しいことは、三重県建設労働組合伊勢支部へお問

い合わせください。�

くらしの情報�くらしの情報�くらしの情報�
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伊勢広域環境組合リサイクルプラザ�
フリーマーケット出店者募集�
�伊勢広域環境組合リサイクルプラザ運営委員会�

 1（38）2800
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南勢地区母親大会を開催�
南勢地区母親大会実行委員会  1（24）6913
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小型移動式クレーン運転技能講習会の開催�
三重県建設労働組合伊勢支部　1（23）5535

広域版 1
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町内版３�
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平成18年歌会始�
お題および詠進歌の詠進要領�
�
�

�

宮内庁�



城あとに夢を築くまち たまき　2005-5

T
A
M
A
K
I

N
E
W

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

f rom Ok inawa Tamagusuku V i l l age

沖縄�

玉城村中学生徒が�
レディスゴルフトーナメントを見学�
�
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戦没者等の遺族に対する�
特別弔慰金が支給されます�

�

　戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第８回特別弔

慰金）が支給されます。�

▼支給の対象者�
　平成17年４月１日において、恩給法による公務扶

助料や戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金

などを受ける人がいない場合に、次の順番による先

順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます。�

＜戦没者等の死亡当時のご遺族で＞�

１．平成１７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族

　　等援護法による弔慰金の受給権を取得した人�

２．戦没者等の子�

３．戦没者等と生計関係を有していた1父母2孫

　　3祖父母4兄弟姉妹�

４．上記３以外の1父母2孫3祖父母4兄弟姉妹�

５．上記１から４以外の三親等内の親族�
�
▼支給内容�
　額面40万円、10年償還の記名国債�

▼請求期間�
　平成17年５月16日～平成20年３月31日まで�

　請求など、詳しくは町生活福祉チームへお問い合

わせください。�

�

�

�

　先の大戦において、外地など派遣され、戦時衛生

勤務に服された旧日本赤十字社救護看護婦および旧

陸海軍従事看護婦のみなさんに対して、そのご苦労

に報いるため内閣総理大臣名の書状を贈呈しています。�

　請求期限が、２年間延長され、平成19年３月31日

までとなりました。�

　その他、詳しくは総務省大臣官房管理室へお問い

合わせください。�

�

町生活福祉チーム　1（58）8203
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内閣総理大臣名の書状を贈呈します�
総務省大臣官房管理室　103（5253）5182

　３月４日（金）琉球ゴルフ倶楽部でダイキンオ

ーキッドレディスゴルフトーナメントが行われま

した。�

　大会は、多くの子供たちにゴルフというスポー

ツの魅力を通じて様々なことを学び感じてもらお

うと、玉城中学校の生徒が招待されました。�

　当日は、コースでプロの技を見学した後、プレ

スルームや速報センターなど大会運営の現場を見

学しました。�

　パッティングを体験する場所も設置され、生徒

たちはスタッフからアドバイスを受けながら、選

手のまねをしたり、勝負をしたりして楽しんでい

ました。�

たまきチャンネル番組予定表�たまきチャンネル番組予定表�

パッティングを体験する生徒たち�
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4月25日～5月24日�

1

早
朝�

8

9

10

11

0

2

3

5

4

6

9

10

11

12

深
夜�

8：00 特別番組�

10：00 ビデオレポート�

6：00 ビデオレポート�

2：00 番組終了�

10：00 ビデオレポート�

11：00 特別番組�

2：00 特別番組�

11：00 特別番組�

3：00 ビデオレポート�

たまきチャンネル� ちょっと玉城（毎月５日、20日に更新）�

■５月４日まで�

■５月５日から５月19日まで�

■５月20日から�

■４月30日から�

No　　放 送 内 容 �

１　アスピアにこいのぼり       �

２　下外城田神社戦没者追悼式     �

３　消防初任者訓練    �

４　軟式野球「町長杯」    

■５月７日から�

■５月14日から�

�

■５月21日から�

�

■５月28日から�

番組情報、町からのお知らせ・イベント情報など。�

ビデオレポート（毎週土曜日に更新）�
町内での催しなどを取材。（放送期間＝２週間）�

特別番組（毎月１日、16日に更新）�
行政・広報番組、特別編集番組など。�

５月16日から５月31日までの情報�

６月１日から６月15日までの情報�

６月16日から６月30日までの情報�

■４月30日まで�

■５月１日から５月15日まで�

■５月16日から�

  玉城町制50周年記念式典のようす  �

「桜まつり」のようす　を予定      �

「病院・老健まつり」のようす　を予定。   

知っ得、納得（毎月5日、20日に更新）�
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなどを行う。�

番組に関するお問い合わせ・・・�

放送に関するお問い合わせ・・・�
町総務チーム広報CATV　（58）8200�

（株）アイティービー制作部　（27）0700

・公民館講座開講式 �
・中学校バレーボール�
・未満児組の遊び（外城田保育所）�
・３才児の遊び（下外城田保育所）など  �
�
・アスピア玉城のイベント　など�
�
・たまきっこひろば　など�
�
・未定�

議会放送は、町議会が開催される当日午後９時から録画放送。また「町
政一般に関する質問」のみ議会閉会翌日午前９時から再放送します。�
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1

※ 平成17年4月1日から「たまきチャンネル」は10chで放送しています！ ご注意！：番組内容は予告なく変更する場合があります。�

7 7：00 ビデオレポート�

6：00�
6：20�
6：30�
6：50�

�

ちょっと玉城�
知っ得、納得�
ちょっと玉城�
知っ得、納得�

6

0：00 ビデオレポート�

5：00 特別番組�

0：00 ビデオレポート�

9：00
※議会開会日�

議会放送�

（終了まで放送）�

7

8 8：00 特別番組�

9：00

※議会�
　閉会日翌日�

議会再放送�
一般質問のみ�

（終了まで放送）�

■５月４日まで�

■５月５日から５月19日まで�

■５月20日から�

平成17年度予算について�

浄化槽の維持管理について�

みんなの下水道　などを予定。�
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■玉城町役場�
�
●総務チーム�
●税務住民チーム�
●生活福祉チーム�
●上下水道チーム�
●建設チーム�
●農林商工チーム�
●出納室�
●議会事務局�
●教育委員会（村山龍平記念館）�
●青少年電話相談�
■病院老健チーム�
　玉城病院�
　介護老人保健施設ケアハイツ玉城�
　・介護老人保健施設�
　・訪問看護ステーション�
　・訪問介護�
　・在宅介護支援センター�
　・居宅介護支援事業所�
■保健福祉会館�
■社会福祉協議会�
　　社会福祉協議会�
　　在宅介護支援センター�
　　居宅介護支援事業所�
■夢工房たまき�
■中央公民館�
■青少年相談センター�
■アスピア玉城　　�
　　玉城ふれあいの館�
　　ふるさと味工房�
■さくら児童館�
■梅がおか児童館�

　58 - 8200�
　58 - 4494�
　58 - 8200�
　58 - 8201�
　58 - 8203�
　58 - 8207�
　58 - 8205�
　58 - 8204�
　58 - 8210�
　58 - 8211�
　58 - 8212�
　58 - 4108�
�
　58 - 3039�
�
　58 - 3770�
　58 - 8117�
　58 - 8117�
　58 - 8822�
　58 - 8822�
　58 - 8000�
�
　58 - 6915�
　58 - 8181�
　58 - 6915�
　58 - 7696�
　58 - 6331�
　58 - 4108�
�
　58 - 8800�
　58 - 8686�
　58 - 8527�
　58 - 8345

休日・夜間当直室�
158-8213

第385号　平成17年５月号�
編集：広報たまき編集委員会�
発行：玉城町役場総務チーム�

〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2�
TEL 0596-58-8200  FAX 0596-58-4494 �
Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp�

e-mail  info@town.tamaki.mie.jp

広報たまきは再生紙を使用しています�

広報たまき�

FAX

◆人の動き（平成17年４月１日現在）�
●人口　14,974人（－19人）�
●男　　  7,288人（－９人）�
●女　　  7,686人（－10人）�
●世帯数　4,619世帯（＋２世帯）�
（　）は３月１日以降の増減�

今　月　の　表　紙�

た
ま
き
�

５月11日（水）・25日（水）�

時間　午前９時30分～11時30分�

場所　町保健福祉会館　健康相談室�

内容　血圧測定、検尿など�

健康相談�

５月12日（木）�

５月26日（木）�

時間　午前10時～正午�

�

�

時間　午前10時～午後３時�

場所　町保健福祉会館�

対象　生後２カ月～未就園のお子さん�

内容　体計測、離乳食（栄養）や�

　　　子育て全般に関する相談�

＊母子健康手帳をお持ちください。�

�

乳幼児相談�

毎週　木曜日�

時間　午前10時～午後３時�

電話（５８）４１０８�

�

お問い合わせは、町教育委員会へ�

青少年電話相談�

いきいきクラブ�

５月18日（水）�

受付時間　午後１時～１時20分�

場所　町保健福祉会館　�

対象　平成14年８月１日～９月30日�

　　　生まれのお子さん�

＊該当児には個人通知いたします。�

�

１歳６ヶ月児健康診査�

町税など納期のお知らせ�

５月10日（火）・20日（金）�

・30日（月）�

時間　午後１時～３時�

場所　町保健福祉会館�

相談員　行政相談員および民生委員�

お問い合わせは町社会福祉協議会へ�

�

●軽自動車税税（第１期）�

　 ５月31日（火）�

お問い合わせは、町税務住民チームへ�

●国民健康保険料（第１期）�

●介護保険料（第１期）�

　 ５月31日（火）�

お問い合わせは、町生活福祉チームへ�

町税などの納期は、期限を守って�

必ず納めてください。納期は次の�

とおりです�

５月２日（月）・16日（月）�

・30日（月）・６月13日（月）�

�
時間　午前10時～11時30分�

場所　町保健福祉会館 健康相談室�

対象　40歳以上の人�

　　（若い人も歓迎します。）�

内容　指体操、簡単なストレッチ�

　　　体操など�

ヨ　イ　オ　ヤ�

　今年は、桜満開の桜まつりでした。子ども

達も元気よくみこしを担ぎ、練り歩く姿にも

力がみなぎっていました。�

行政・心配ごと相談�
�
�

表紙撮影：広報たまき編集委員会　上村幸弘�
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